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部長　　吉田　伸吾（北本・東中）

１　研究主題
　「時代の要請に応える学校経営の充実」
２　研究の趣旨
　平成28年４月に、「義務教育学校」と名付けた小中一貫校を国の制度に位置付ける学校教育法が改正された。このことから、今まで培ってきた小中連携の在り方を改善し、義務教育９年間を一体的に捉えながら、児童生徒の成長と学習の連続性を重視した教育を行う必要がある。　
また、障害者差別解消法の施行により合理的配慮は義務化され、特別支援教育の更なる充実が必要である。個別の教育支援計画、個別の指導計画などの情報の引継ぎを確実に行い、途切れることのない支援を提供することで、一人一人の能力の最大限の伸長を図ることができるインクルーシブ教育システムを構築することに注力しなければならない。
さらに、教師がこれまでの働き方を見直し、日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで、自らの人間性や創造性を高め、生徒たちに対して効果的な教育活動を行っていくことが重要である。このような今回の働き方改革の目指す理念を関係者全員が共有しながら、それぞれがそれぞれの立場でできる取組を直ちに実行していく必要がある。
こうした時代の要請に応えるために、校長はこれらの課題をしっかりと認識氏、使命感と明確なビジョンをもち、課題解決に向けて具体的な目標を定め、リーダーシップを発揮する必要がある。
３　研究の視点
(1)　義務教育９年間を一体的に捉えた学校経営の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　
(2)　インクルーシブ教育システム構築に向けた特別支援教育の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(3)　教育課程を軸にした学校教育の改善・充実
４　研究の計画
   研究主題・視点に基づき、地区ごとに実態に
即した研究を推進するとともに、全体研究協議会の充実を図る。

５　研究の組織
(1) 役員
　　 部　長　吉田　伸吾（北本市・東中）
　　 副部長　田川　一義（三芳町・藤久保中）
副部長　山﨑　則枝（ときがわ町・玉川中）
庶　務　吉田　順一（熊谷市・荒川中）
会　計　野田　隆幸（春日部市・葛飾中）
記　録　佐々木智美（上尾市・西中）
(2) 部員数(40名)経　営　課　題　研　究　部

　　 南　部（北足立南部・北部）10人
　　 西　部（入間・比企）　　　14人
　　 北　部（秩父・児玉・大里） 5人
　　 東　部（北埼玉・埼葛）　　11人
６　研究活動
 ◎県中学校長会全体研究協議会
ア　期日　令和５年１月３１日（火）
イ　会場　Web開催
ウ　研究協議
「義務教育９年間を一体的に捉えた
学校経営の推進」
提案：吉田　伸吾（北本市・東中）
司会：佐々木智美（上尾市・東中）
記録：佐藤　秀明（深谷市・花園中）
※上記の他に、地区ごとに研究を推進
７　まとめと今後の課題
　　コロナ禍の中で、各校の学校教育目標を具現化するために、校長同士が情報を共有しあい、中学校教育の目指すべき本質を見失うことなく、課題への対応に当たることが強く求められている。
◎今後の計画
○役員分担
	年度
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11

	部　長
	南
	南
	北
	北
	東
	東
	西
	西

	副部長
	西
	東
	西
	南
	西
	南
	北
	北

	副部長
	西
	北
	南
	東
	南
	北
	東
	南

	庶　務
	北
	東
	西
	東
	西
	西
	南
	東

	会　計
	東
	西
	南
	西
	南
	東
	西
	西

	記　録
	南
	西
	東
	西
	北
	西
	南
	東


○研究協議会分担
	年度
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11

	提案
	南
	北
	東
	西
	南
	北
	東
	西

	司会
	南
	北
	東
	西
	南
	北
	東
	西

	記録
	北
	東
	西
	南
	北
	東
	西
	南


※役員、研究協議会ともに、８年のローテーション
